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「壬申の乱」１３５０年

『なら記紀・万葉名所図会 －壬申の乱編－』
発行のお知らせ

奈良県政・経済記者クラブ

奈良県文化教育記者クラブ同時配布

令和4年10月28日
奈良県文化・教育・くらし創造部

文化資源活用課 文化資源係
担当：立花、土井
（内線:2599）

TEL:0742-27-8975 
FAX:0742-27-0213

2022年は、壬申の乱1350年の節目にあたる年であり、奈良県では「壬申の乱」をテーマとする様々
な取組を展開しているところです。
この度、『なら記紀・万葉名所図会 －壬申の乱編－』が完成しました。壬申の乱の「名所」を訪ね

る資料として、ぜひご活用ください。
報道関係の皆様におかれましては、告知にご協力を賜りますようお願い申し上げます。

冊子の特徴

・一人でも多くの方々に気軽に奈良県内の歴史文化資源に触れてもらいたいとの思いから、多彩な風景
写真や『万葉集』の引用などを掲載し、壬申の乱の「名所」を魅力的に紹介しています。

・壬申の乱の「名所」は厳密に場所を特定せずに、壬申の乱に興味を持って奈良県内を周遊してもらう
ことを目的に選定しました。

令和４年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業

発行部数

知れば知るほど、おもしろい！！壬申の乱Q ＆ A
「壬申の乱」を彩る登場人物
序 虎に翼を着けて放つ

～壬申の乱開戦前夜～
破 怒れる虎、挙兵す

～吉野から脱出、東国を目指す～
急 大和乱れる

～大海人皇子、大友皇子を破る～
大和戦線
稗田・乃楽山／八口・墨坂
／當麻・高市社／箸陵・村屋

跋 大海人、即位す
～天武・持統による新しい国づくり～

名所ガイド
１ 大海人皇子（天武天皇）の伝承が残る「吉野」
２ 大海人皇子、吉野から東国へ ～葬送の地・宇陀～
３ 激戦地となった大和の古道 ～激突！ 大和路決戦～
４ 壬申の乱県外ゆかりの地を巡る

～伊勢・美濃・近江～
５ 新しい時代、新しい日本へ

～「日本国」誕生を物語る飛鳥・藤原～
「 壬申の乱」ゆかりの地をめぐる名所ガイドマップ

掲載内容

50,000部

配布場所

奈良県文化資源活用課、県内市町村観光振興等担当課、県内観光協会、奈良まほろば館等
※１１月１日より配布開始

※電子ブック版『なら記紀・万葉名所図会 －壬申の乱編－』を「なら記紀・万葉HP」にて
公開しました。ぜひご覧ください。
URL：https://www3.pref.nara.jp/miryoku/narakikimanyo/manabu/meisyo/



日本古代史上最大の戦い「壬申の乱」を４章立てでご紹介

ムービーコミック「大
おおともの

友皇
み こ

子の真の姿」

中な
か
と
み
の
か
ま
た
り

臣
鎌
足
と
共
に
大た

い
か
の
か
い
し
ん

化
改
新
を
成

し
遂
げ
た
中な

か
の
お
お
え
の
み
こ

大
兄
皇
子
は
、斉さ

い
め
い
て
ん
の
う

明
天
皇

崩
御
後
も
即
位
し
な
い
ま
ま
、政
権
を

執
行
し
て
い
く
。6
6
3
年
、「
白は

く
す
き
の
え

村
江

の
戦
い
」に
参
戦
し
唐と

う・
新し

ら
ぎ羅

連
合
軍

と
戦
う
も
惨
敗
し
、戦
に
駆
り
出
さ
れ

た
地
方
豪
族
ら
の
反
感
を
集
め
る
こ

と
に
な
る
。弟
の
大お

お
あ
ま
の
み
こ

海
人
皇
子
は
百く

だ
ら済

支
援
に
反
対
し
て
い
た
。

戦
に
敗
れ
た
こ
と
に
よ
り
倭わ

こ
く国

が
唐
に
攻
め
入
ら
れ
る
可
能
性
が
高

ま
る
中
、国
外
の
脅
威
に
対
抗
す
る

新
た
な
政
治
体
制
を
構
築
し
よ
う
と

6
6
7
年
3
月
19
日
、
中
大
兄
は
都

を
近
江
に
遷
し
た
。だ
が
、人
民
は
遷

都
を
喜
ば
ず
、昼
夜
に
か
け
火
災
が

発
生
す
る
な
ど
し
た
。翌
年
、中
大
兄

は
即
位
し
、天て

ん
ち
て
ん
の
う

智
天
皇
と
な
る
。

当
初
は
、
大
海
人
を
皇
位
継
承
者

と
し
て
い
た
が
、自
身
の
死
期
を
悟
っ

た
天
智
は
6
7
1
年
1
月
、
自
身
の

皇
子
で
あ
る
大お

お
と
も
の
み
こ

友
皇
子
を
新
し
く

設
け
た
政
府
の
最
高
の
地
位
で
あ
る

太だ
い
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
に
任
命
し
、後
継
と
す
る

意
思
を
見
せ
、そ
の
周
囲
も
自
身
の

側
近
で
固
め
始
め
豪
族
ら
は
一
層
の

反
発
を
強
め
て
い
く
。

6
7
1
年
10
月
17
日
、病
に
伏
せ

た
天
智
は
、大
海
人
を
呼
び
寄
せ
た
。

大
海
人
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た

蘇そ

が我
臣の
お
み

安や
す

麻ま

ろ呂
は
発
言
に
注
意
す
る

よ
う
密
か
に
告
げ
る
。
大
海
人
は
自

身
の
命
が
危
な
い
こ
と
を
疑
い
、発

言
を
慎
し
む
こ
と
に
し
た
。

「
私
の
病
気
は
重
い
。
後
の
こ
と

を
お
前
に
託
し
た
い
」と
伝
え
る
天

智
に
対
し
、大
海
人
は

「
私
も
元
よ
り
病
気
が
ち
で
政
治
に

携
わ
れ
る
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
天
下

は
皇
后（
倭や
ま
と
ひ
め姫
）に
与
え
、大
友
皇
子

を
皇
太
子
と
し
て
政
務
を
執
り
行
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
出
家
し
て
陛

下
の
た
め
に
仏
道
を
修
め
ま
し
ょ
う
」

と
、こ
れ
を
固
辞
。
天
皇
は
こ
の

思
い
を
聞
き
入
れ
た
。
大
海
人
は
す

ぐ
に
内
裏
の
仏
殿
の
南
に
行
き
、髭

と
髪
を
剃
り
落
と
し
、僧
と
な
っ
た
。

2
日
後
の
19
日
、近
江
を
離
れ
吉

野
を
目
指
し
出
発
し
た
大
海
人
皇

子
一
行
。
左
右
大
臣
ら
が
菟う

じ道（
京

都
府
宇
治
市
）ま
で
見
送
っ
た
。

生
ま
れ
た
頃
か
ら
人
並
は
ず
れ

た
容
姿
で
、
武
勇
に
優
れ
た
大
海

人
皇
子
が
近
江
を
離
れ
吉
野
に
向

か
う
姿
を
み
て
あ
る
人
は
つ
ぶ
や

い
た
。

「
虎
に
翼
を
着
け
て
放
つ
よ
う
な

も
の
だ
」

嶋
宮
を
経
て
翌
20
日
に
吉
野
入
り

を
果
た
し
た
大
海
人
皇
子
一
行
。
大

海
人
皇
子
は
舎
人
ら
を
集
め
、「
こ

れ
か
ら
私
は
仏
門
に
入
る
。
一
緒
に

修
行
し
た
い
者
は
こ
こ
に
残
り
、朝

廷
に
仕
え
て
名
を
成
そ
う
と
思
う
者

は
、引
き
返
し
て
役
所
に
戻
る
よ
う

に
」と
言
っ
た
が
、帰
る
者
は
誰
一

人
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
舎
人

を
集
め
、同
じ

よ
う
に
伝
え

る
と
、半
分
の

舎
人
は
近
江

に
戻
っ
た
。

虎と

ら

に
翼つ

ば
さ

を
着つ

け
て
放は

な

つ

～
壬
申
の
乱
開
戦
前
夜
～

序じ

ょ

入
吉
野
宮
。
時
、左
大
臣
蘇
賀
赤
兄
臣
・
右
大
臣
中

臣
金
連
及
大
納
言
蘇
賀
果
安
臣
等
、
送
之
、自
菟
道

返
焉
。
或
曰
、虎
着
翼
放
之
。
是
夕
、御
嶋
宮
。

癸
未
、至
吉
野
而
居
之

（
現
代
語
訳
）吉よ

し
の
の
み
や

野
宮
に
入
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。左
大
臣
蘇
我
臣
赤
兄
、

右
大
臣
中
臣
連
金
お
よ
び
大
納
言
蘇
我
臣
果
安
ら
が
お
見
送
り
し
、菟う

じ道

（
宇
治
市
）ま
で
行
き
、そ
こ
か
ら
引
き
返
し
た
。
あ
る
人
が
言
っ
た
。「
虎

に
翼
を
着
け
て
放
つ
よ
う
な
も
の
だ
」と
。こ
の
夕
方
、嶋
宮（
明
日
香
村
）

へ
お
着
き
に
な
っ
た
。

20
日
、吉
野
に
お
着
き
に
な
っ
た
。

芋
い も

 峠
と う げ

　明日香村稲
いな

渕
ぶち

と吉野町千
ち

股
また

を結ぶ古道にある峠。大海人皇子は、鸕
うののさららのひめみこ

野讃良皇女らと共に
近江から飛鳥嶋宮を経てこの道を通って吉野入りした。
　夫である大海人皇子（天武天皇）が亡くなり持統天皇として跡を継いだ鸕野讃良皇女は、
この峠を30回以上越えて夫との思い出の地である吉野を訪れた。※ルートは諸説あり
　明日香村側から進むと峠付近までは道は狭く、急な坂やカーブが続き、峠から吉野町
千股までは比較的広めの道が続く。途中に看板などがあり迷うことはないが、道は舗装
されておらず足元に気を付けて通行してほしい。（吉野町／MAP▶P29）
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大や

ま

と和
乱み

だ

れ
る

～
大
海
人
皇
子
、
大
友
皇
子
を
破
る
～

大
海
人
皇
子
一
行
が
吉
野
か
ら

東
国
に
出
発
し
た
6
月
下
旬
、飛
鳥

に
い
た
大お
お
と
も
の
む
ら
じ
ふ
け
い

伴
連
吹
負
は
皇
位
を
継

ぐ
の
は
大
海
人
で
あ
る
べ
き
だ
と

考
え
、戦
の
準
備
を
進
め
る
。

都
が
近
江
に
遷
っ
て
も
か
つ
て

の
都
・
飛
鳥
宮
は
両
陣
営
に
と
っ
て

重
要
拠
点
で
あ
っ
た
。

６
月
29
日
、吹
負
は
ま
ず
飛
鳥
寺

近
く
に
あ
っ
た
近
江
朝
廷
側
の
軍

営
を
占
領
。
吉
野
を
離
れ
、不
破
で

指
揮
を
執
っ
て
い
た
大
海
人
は
こ

の
報
告
を
喜
び
、吹
負
を
将
軍
に
任

命
し
た
。

７
月
１
日
、吹
負
の
軍
は
北
上
を

開
始
。
稗ひ

え

田だ（
大
和
郡
山
市
）（
▼
P
16
）

で
、
河
内
方
面
か
ら
大
友
皇
子
軍

（
近
江
朝
廷
軍
）が
迫
っ
て
い
る
と

の
情
報
を
得
た
吹
負
は
別
動
隊
を

西
へ
向
か
わ
せ
、こ
れ
を
退
け
る
。

2
日
後
の
3
日
、
飛
鳥
宮
の
守

り
を
固
め
る
こ
と
に
し
た
吹
負
は
、

道
路
の
橋
の
板
を
は
ぎ
取
り
、
盾

を
作
っ
て
簡
単
に
は
入
れ
な
い
よ

う
部
下
に
命
じ
る
。
翌
４
日
、吹
負

は
乃な

ら楽
山や
ま（

▼
P
16
）で
南
下
し
て
き

た
大お
お
の
の
き
み
は
た
や
す

野
君
果
安
率
い
る
大
友
軍
と

戦
う
が
、
惨
敗
し
敗
走
。
逃
走
中
、

墨す
み
さ
か坂（
宇
陀
市
榛
原
）（
▼
P
17
）
で

置お
き
そ
め
の
む
ら
じ
う
さ
ぎ

始
連
兎
率
い
る
東
国
か
ら
の
援

軍
と
合
流
し
、金か
な
づ
な
の
い

綱
井（
橿
原
市
今

井
町
あ
た
り
）で
兵
を
立
て
直
し
、

當た
ぎ

麻ま

の
葦あ
し
い
け池（
葛
城
市
當
麻
、
香

芝
市
良
福
寺
あ
た
り
）（
▼
P
18
）で

壱・
い
き
の
ふ
み
ひ
と
か
ら
く
に

岐
史
韓
国
率
い
る
大
友
軍
と
戦

い
、勝
利
す
る
。

一
方
、
上
ツ
道
の
箸は
し
は
か陵

付
近（
▼

P
19
）と
中
ツ
道
の
村
屋
付
近
で
も
両

軍
が
激
突
。
三み
わ
の
き
み
た
け
ち
ま
ろ

輪
君
高
市
麻
呂
・
置

始
連
兎
ら
大
海
人
軍
は
廬い
お
い
の
み
や
つ
こ
く
じ
ら

井
造
鯨
を

退
け
、大
海
人
軍
が
勝
利
、大
和
で

の
戦
い
は
終
結
し
た
。

一
方
、直
接
近
江
に
進
攻
し
た
大

海
人
主
力
軍
は
大
友
軍
と
区
別
す

る
た
め
に
赤
い
も
の
を
身
に
つ
け

た
。
７
日
、
息お
き
な
が
の
よ
こ
か
わ

長
横
河（
滋
賀
県
米ま
い

原ば
ら

市
）で
激
突
す
る
も
こ
ち
ら
も
大

海
人
軍
が
勝
利
し
、そ
の
後
も
連
勝

を
続
け
る
。
鳥と
こ
の籠
山や
ま（
彦
根
市
大
堀

町
）、安や
す
か
わ河（

野
洲
川
）、栗く
る
も
と太（

滋
賀

県
栗り
っ
と
う東

市
含
む
県
南
東
部
）と
徐
々

に
南
下
し
、22
日
に
瀬
田（
大
津
市

瀬
田
）に
到
着
す
る
。

大
友
軍
は
す
で
に
瀬
田
橋
の
西

に
大
き
く
陣
を
構
え
、大
友
皇
子
が

最
前
線
で
指
揮
を
執
っ
た
。
大
友

軍
は
、橋
の
途
中
を
切
り
長
板
を
置

き
、板
を
踏
ん
で
渡
ろ
う
と
す
る
者

が
い
れ
ば
板
を
引
い
て
川
に
落
と

そ
う
と
し
た
た
め
大
海
人

軍
は
進
め
ず
に
い
た
。
そ
こ

で
大お
お
き
だ
の
き
み
わ
か
お
み

分
君
稚
臣
が
矢
を
受

け
な
が
ら
も
単
身
で
敵
陣

に
突
入
。
大
友
軍
は
壊
滅

し
、大
友
皇
子
は
じ
め
左
右

大
臣
ら
皆
逃
走
し
た
。
瀬
田

川
の
戦
い
に
敗
れ
た
大
友

は
命
か
ら
が
ら
山や

ま
さ
き前（
京
都

府
乙お
と
く
に訓
郡
大お
お
や
ま
ざ
き

山
崎
町
な
ど

諸
説
あ
り
）に
た
ど
り
着
き
、

身
を
隠
し
て
い
た
が
、逃
れ

ら
れ
な
い
こ
と
を
悟
り
自

害
し
た
。
こ
の
時
、従
っ
て

い
た
の
は
1
～
2
人
の
舎

人
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
こ

こ
に
日
本
古
代
史
上
最
大

と
い
わ
れ
る
戦
い
は
幕
を

閉
じ
た
。

是
日
、大
伴
連
吹
負
、密
與
留
守
司
坂
上
直
熊
毛
、議
之
謂
一
二
漢

直
等
曰「
我
詐
稱
高
市
皇
子
、率
數
十
騎
、自
飛
鳥
寺
北
路
出
之
臨

營
。
乃
汝
內
應
之
。」既
而
繕
兵
於
百
濟
家
、自
南
門
出
之
。
先
秦
造

熊
、令
犢
鼻
而
乘
馬
馳
之
、俾
唱
於
寺
西
營
中
、曰「
高
市
皇
子
、自

不
破
至
。
軍
衆
多
從
。」（
中
略
）時
、營
中
軍
衆
、聞
熊
叫
聲
、悉
散
走
。

（
現
代
語
訳
・
大
意
）こ
の
日（
６
月
29
日
）、大
伴
連
吹
負
は
密
か
に
留
守
司
の
坂
上
直
熊
毛
と
合
議

し
、「
私
は
高
市
皇
子
と
偽
っ
て
名
乗
り
数
十
騎
を
率
い
て
、飛
鳥
寺
の
北
の
道
か
ら
出
て
、陣
営
を

目
指
す
の
で
、す
ぐ
に
内
応
す
る
よ
う
に
」と
言
っ
た
。百
済
の
家
を
出
発
し
、ま
ず
秦
造
熊
に
寺
の

西
の
陣
営
の
中
で「
高
市
皇
子
が
不
破
か
ら
到
着
さ
れ
た
！ 

軍
衆
の
多
く
が
従
っ
て
る
ぞ
！
」と

唱
和
さ
せ
た
。（
中
略
）陣
営
の
中
の
軍
衆
は
熊
が
叫
ぶ
声
を
聞
い
て
、こ
と
ご
と
く
逃
げ
散
っ
た
。

飛
あ す か

鳥 宮
き ゅ う

 跡
せ き

　７世紀半ばの皇
こう

極
ぎょく

天
てんのう

皇の宮殿で、壬申の乱後、勝利した大海人皇子はこの地（飛
あ す か

鳥浄
き よ み

御原
はらのみや

宮）で、天武天皇として即位した。飛鳥時代の複数の宮が継続
的に置かれていたことが判明し、平成28年に史跡の指定名称が「飛鳥宮跡」に改められた。壬申の乱では、両陣営にとって重要拠点であったが、今この
場所に立つと、周辺には飛鳥宮を構成する遺跡群が多数存在し、魅力的な風景を感じることができる。（明日香村／MAP▶P30）

『懐
かい
風
ふう
藻
そう
』に見る大友皇子

ち よ っ と 耳 よ り コ ラ ム

　最古の日本漢詩集として『懐風藻』が今に残ります。751年（天平勝宝３年）に記された序文であることから、壬申の乱か
ら約80年後に編纂されたものということがわかります。
　『懐風藻』には、『日本書紀』には記されていない大友皇子のことが詳しく記されています。たくましく立派な体つきで、
風格も器量も持ち備えた人物だったようです。漢詩文にも秀で、『懐風藻』にも２首の詩が残されています。
　『日本書紀』は、大海人皇子（天武天皇）がもともと正当な皇位継承者であったにもかかわらず天智天皇がそれを反故に
し、自身の長男である大友皇子に皇位を譲ろうとしたことで壬申の乱が起こったとしていますが、『懐風藻』では初め
から継承者は大友皇子で、壬申の乱によってその天命を遂げることができなかったと記されています。「歴史は勝者に
よってつくられる」とは言いますが、勝者と敗者の視点によって、歴史は大きく異なることがよくわかりますね。

急き

ゅ

う

141515

伊 勢

大 和

伊 賀

近 江

山 背

河 内

美 濃

蕀萩野

川曲

桑名
三重
迹太川

た   ら   の

と   お

かわわ

伊賀

積殖山口
（伊賀市柘植町）

吉野宮

飛鳥宮

難波

大津宮

野上
（岐阜県不破郡関ケ原町）

菟田
隠

津振（津風呂）川

6月24日

6月27日

6月25日

6月26日鈴
鹿
関

大海人皇子側の進軍ルート

怒い

か

れ
る
虎と

ら

、
挙き

ょ

兵へ

い

す

～
吉
野
か
ら
脱
出
、
東
国
を
目
指
す
～

6
7
1
年	

12	

月
、近
江
の
地
で
、

天
智
天
皇
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。

大
海
人
一
行
が
吉
野
入
り
し
て
わ

ず
か
2
カ
月
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

翌
6
7
2
年
5
月
頃
か
ら
、大
海

人
皇
子
の
も
と
に
、近
江
の
不
穏
な

動
き
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

山み
さ
さ
ぎ陵
を
作
る
た
め
の
人
員
に
武

器
を
持
た
せ
た
り
、
近
江
と
倭や
ま
と
の
み
や
こ京

を
結
ぶ
道
の
あ
ち
こ
ち
に
監
視
役

が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
菟

道
で
は
、吉
野
へ
食
糧
を
運
ぶ
こ
と

を
阻
止
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

武
器
を
持
た
せ
る
な
ど
戦
い
の

準
備
を
整
え
て
い
る
と
感
じ
、自
分

の
命
が
狙
わ
れ
て
い
る
と
察
し
た

大
海
人
は
怒
り
を
に
じ
ま
せ
、「
な

ぜ
こ
の
ま
ま
黙
っ
て
身
を
滅
ぼ
せ

よ
う
か
」と
周
囲
に
伝
え
、挙
兵
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
。
壬
申
の
乱

の
幕
開
け
で
あ
る
。

よ
き
人
の 

よ
し
と
よ
く
見
て

よ
し
と
言
ひ
し
吉
野
よ
く
見
よ

よ
き
人
よ
く
見
つ

（『
万
葉
集
』巻
一
―
二
七
番
歌
）

【
訳
】	立
派
な
人
が
よ
い
所
と
し
て
よ
く
見

て「
よ
し（
の
）」と
言
っ
た
、こ
の
吉

野
を
よ
く
見
る
が
い
い
。
立
派
な
人

も
よ
く
見
た
こ
と
だ

壬
申
の
乱
に
勝
利
し
た
天
武
天

皇
が
6
7
9
年
5
月
5
日
の
吉
野

宮
行
幸
に
際
し
、
詠
ん
だ
歌
で
あ

る
。
繰
り
返
し
の「
よ
し
」は
、自

ら
の
出
発
点
と
な
っ
た
吉
野
の
地

と
天
武
自
身
の
治
世
を
寿こ

と
ほ

ぐ
思
い

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

だ
け
天
武
に
と
っ
て
吉
野
は
人
生

に
欠
か
せ
な
い
地
で
あ
っ
た
。

6
7
2
年
6
月
24
日
。
大
海
人
皇

子
は
吉
野
を
出
発
し
、
東
国
を
目

指
し
た
。
東
国
の
兵
を
頼
り
に
し

て
い
た
か
ら
だ
。
吉
野
宮
か
ら
津つ

振ふ
り
が
わ川（
津つ

ぶ

ろ
風
呂
川
）沿
い
に
菟う

だ田（
宇

陀
市
）を
目
指
し
、菟
田
の
吾あ

き城（
宇

陀
市
大
宇
陀
中
庄
あ
た
り
）、
大

野（
宇
陀
市
室
生
）な
ど
を
通
り
、

隠な
ば
り
の
こ
お
り郡（
三
重
県
名
張
市
）に
入
っ
た
。

横
河（
名
張
川
と
宇
陀
川
の
合
流
地

点
付
近
）に
さ
し
か
か
る
と
、黒
雲

が
立
ち
込
め
た
。
大
海
人
は
自
ら

占
い
を
行
い
、「
天
下
が
二
分
す
る

兆
し
だ
。
し
か
し
最
後
に
天
下
を

得
る
の
は
自
分
だ
」
と
高
ら
か
に

勝
利
宣
言
し
た
。

翌
25
日
に
は
積つ

殖む
え

の
山
口（
三
重

県
伊
賀
市
柘つ

げ植
町
）で
高た
け
ち
の市

皇み

こ子
、

26
日
に
は
大お
お
つ
の津

皇み

こ子
一
行
が
合
流
、

そ
の
一
方
で
不
破
道
と
鈴
鹿
山
道
を

防
ぐ
こ
と
に
も
成
功
。
大
海
人
は
吉

野
を
出
発
し
て
わ
ず
か
3
日
で
東
国

を
押
さ
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

27
日
に
は
野
上（
岐
阜
県
不
破
郡

関
ケ
原
町
）に
行か

り
み
や宮
を
構
え
、近
江

朝
廷
と
対
峙
し
た
。

於
是
詔
曰「
朕
、
所
以
讓
位
遁
世
者
、
獨
治
病
全
身

永
終
百
年
。
然
今
不
獲
已
應
承
禍
、何
默
亡
身
耶
。」

（
現
代
語
訳
）大
海
人
は
言
っ
た
。「
私
が
皇
位
を
譲
り
、隠
遁
し
た
の
は
、独
り

治
療
に
専
念
し
、天
寿
を
ま
っ
と
う
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
。し
か
し
今
、避

け
ら
れ
な
い
禍
を
受
け
て
い
る
。ど
う
し
て
黙
っ
て
身
を
滅
ぼ
せ
よ
う
か
」と
。

宮
み や

 滝
た き

　吉野川の上流にあり、巨岩奇岩が両岸に迫り、瀬と淵が交錯する景勝地。吉野川にかかる柴
橋からは、四季折々美しい景観を楽しむことができる。飛鳥時代から奈良時代に吉野宮（吉野離
宮）のあったところとされ、天武天皇や持統天皇らが訪れたといわれる。（吉野町／MAP▶P29）

破は

101111

大お

お

海あ

人ま

、
即そ

く

位い

す

～
天
武
・
持
統
に
よ
る
新
し
い
国
づ
く
り
へ
～

壬
申
の
乱
に
勝
利
し
た
大
海

人
皇
子
は
6
7
3
年
2
月
27
日
、

飛あ
す
か
き
よ
み
は
ら
の
み
や

鳥
浄
御
原
宮
で
即
位
し
、天
皇
と

し
て
新
し
い
国
づ
く
り
を
始
め
た
。

壬
申
の
乱
で
功
績
を
あ
げ
た
忠

臣
の
１
人
で
あ
る
大お
お
と
も
の
む
ら
じ
み
ゆ
き

伴
連
御
行
は
、

乱
を
平
定
し
た
天
武
天
皇
の
功
績

を
讃た
た

え
て
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
と

い
う
。

大お
ほ
き
み君
は

　神
に
し
坐ま

せ
ば

赤あ
か
こ
ま駒
の

　匍は
ら
ば匐
ふ
田た

ゐ居
を

　都
と

な
し
つ

　（	『
万
葉
集
』巻
一
九
―
四
二
六
〇
番
歌
）

【
訳
】	天
皇
は
神
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、赤
駒
が
腹
ば
う
田
を
都

と
し
て
し
ま
わ
れ
た
。

こ
の
時
代
は
、中
国
を
中
心
と
し

た
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
、

朝
鮮
半
島
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で

天
武
天
皇
は
我
が
国
の
伝
統
的
な

文
化
と
東
ア
ジ
ア
の
先
進
文
化
を

融
合・
発
展
さ
せ
て
新
し
い
国
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。
天
皇
中
心
の

中
央
集
権
国
家
体
制
の
確
立
を
目

指
し
、豪
族
を
天
皇
中
心
の
身
分
秩

序
に
再
編
成
す
る「
八や

色く
さ

の
姓か
ば
ね

」の

制
定
、皇
親
・
諸
臣
に
冠
位
を
授
与

し
官
僚
と
す
る
冠
位
制
の
施
行
な

ど
、律
令
体
制
の
強
化
を
進
め
た
。

ま
た
、新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
新
し
い
都
が
必
要
と
考
え

6
7
6
年
、の
ち
に
藤
原
京
と
な
る

新
京
の
造
営
に
着
手
。
6
8
1
年

以
降
は
法
制
度
の
整
備
、国
史
の
編

纂
、貨
幣（
富
本
銭
）の
鋳
造
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
着
手
し
た
が
、

6
8
6
年
、
志
半
ば
で
こ
の
世
を

去
っ
た
。

天
武
天
皇
の
死
後
は
、皇
后
だ
っ

た
鸕
野
讃
良
皇
女
が
即
位
し
て
持

統
天
皇
と
な
り
、6
9
4
年
に
は
都

を
藤
原
京
に
遷
し
た
。
ま
た
、「
大

宝
律
令
」の
制
定
な
ど
律
令
を
整
備

す
る
な
ど
し
、天
武
天
皇
の
政
治
を

引
き
継
い
で
い
く
。

日
本
で
初
め
て
条
坊
制
を
敷
く

な
ど
、首
都
機
能
を
備
え
た
本
格
的

な
都
だ
っ
た
と
さ
れ
る
藤
原
京
跡

が
今
に
残
る
飛
鳥
・
藤
原
の
地
は
、

天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
が
、東
ア
ジ

ア
か
ら
伝
来
し
た
思
想
や
技
術
を

活
用
し
て
国
づ
く
り
を
進
め
た
地

で
あ
る
。

天
武
の
死
を
悲
し
ん
だ
鸕
野
讃
良

皇
女
は
、次
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

や
す
み
し
し

　我
が
大
君
の

　夕
さ

れ
ば

　見め

し
た
ま
ふ
ら
し

　明
け
来

れ
ば

　問
ひ
た
ま
ふ
ら
し

　神か
む
お
か岳

の

　

山
の
黄も
み
ち葉

を

　今け

ふ日
も
か
も

　問
ひ

た
ま
は
ま
し

　明
日
も
か
も

　見
し

た
ま
は
ま
し

　そ
の
山
を

　振
り
放さ

け
見
つ
つ

　夕
さ
れ
ば

　あ
や
に
悲

し
み

　明
け
来
れ
ば

　う
ら
さ
び
暮

ら
し

　荒あ
ら
た
へ栲
の

　衣
の
袖
は

　干ふ

る
時
も
な
し

（『
万
葉
集
』巻
二
―
一
五
九
番
歌
）

【
訳
】	大
君
が
ご
覧
に
な
っ
た
神
岳

の
山
の
黄
葉
を
、生
き
て
い
ら

し
た
ら
今
日
も
明
日
も
き
っ

と
ご
覧
に
な
る
で
し
ょ
う
。私

は
そ
の
山
を
仰
ぎ
な
が
ら
夕

暮
れ
に
は
と
て
も
悲
し
み
、夜

明
け
に
は
さ
み
し
く
過
ご
し
、

衣
の
袖
は
乾
く
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

十
二
月
庚
戌
朔
乙
卯
、遷
居
藤
原
宮
。

（
現
代
語
訳
）6
9
4
年
12
月
６
日
。
持
統
天
皇

は
藤
原
宮
に
遷
っ
た
。

藤
ふ じ わ ら

原宮
きゅ う

跡
せ き

　中国の都城にならい、日本で初めて建設された本格的都城の中心。天武天皇が造営をはじめ、
持統天皇が完成させ、694年に遷都した。平城京遷都までの16年間、この地で持統、文武、元明
の天皇三代が律令国家体制を強力に推し進めた。
　季節ごとに美しい花が植えられ色とりどりの風景を楽しむことができるほか、大和三山の絶好の
眺望スポットとなっている。藤原宮跡から見る朝日や夕日は一見の価値あり。（橿原市／MAP▶P30）

跋ば

つ

撮影：都甲�ユウタ 242525

25歳の若さでその生涯を閉じた大友皇子。最古の日本漢詩集とし
て『懐

かいふうそう
風藻』に見る大友皇子からの視点で描いたムービーコミック

を楽しんでいただけます。
https://www.youtube.com/watch?v=w1SOB8lzURQ

　一人でも多くの方々
に気軽に奈良県内の歴
史文化資源に触れても
らいたいとの思いから、
多彩な風景写真や『万葉
集』の引用などを掲載し、
壬申の乱の「名所」を魅
力的に紹介しています。

「名所図会 ― 壬申の乱編」を持って出かけたい　名所ガイド

国栖地域　●くずちいき

　吉野の伝承によると、大海人皇子は吉野宮にずっといたわけではなく、国栖地域で匿わ
れていたという。
　高見川と吉野川が合流する場所に、ジジ河原、ババ河原と呼ばれる河原が広がっており、こ
の地は、国栖の翁が、大海人皇子を大友皇子の追っ手から匿った場所と伝わっている。また、大
海人皇子が村人から献上された鮎（ウグイとも）を片側だけ食べ、川に放すと鮎は勢いよく泳い
だため、これに戦勝を予見したといい、この地を片腹淵と呼ぶようになったという。
　浄

きよ

見
み

原
はら

神社は、大海人皇子を匿ったという洞窟に建てられた神社で、大海
人皇子が挙兵した際、歌舞で歓迎したとの伝承にちなみ、毎年旧正月に「国栖
奏」の奉納が行われている。
吉野郡吉野町国栖　☎0746-36-6838（国栖の里観光協会）

吉野町
MAP▶P29

吉野歴史資料館
●よしのれきししりょうかん

　宮滝遺跡から出土
した縄文・弥生の遺
物や天武・持統天皇
が度々訪れた吉野宮
に関する展示を行い、
吉野の歩みと文化を
学ぶことができる。
壬申の乱の経路図を
はじめ吉野を詠んだ
代表的な万葉歌、吉
野離宮の復元模型な
ども展示されている。

吉野町
MAP▶P29勝手神社（袖振山）

●かってじんじゃ（そでふりやま）

　大海人皇子がこの神社で琴を奏でていると、背後の袖振
山から天女が現れ、５度袖を振りながら舞ったとされる。

吉野町
MAP▶P29

宮滝遺跡　●みやたきいせき

　天智天皇・大海人皇子（天武天皇）らの母である斉
さいめいてんのう

明天皇が
築いたとされる吉

よしのの

野宮
みや

（吉
よし

野
の

離
り

宮
きゅう

）跡とされる。2018年には
奈良時代前半（８世紀前半ごろ）の大規模な掘立建物跡を確
認。宮は飛鳥時代ごろに造営された後、６回程度の建て替え
や修復を繰り返したと考えられ、吉野宮の正殿の可能性が高
いとされている。

吉野町
MAP▶P29

大海人皇子（天武天皇）
の伝承が残る「吉野」

　近江の都を離れ、挙兵するまでの約８カ月
間、大海人皇子が身を潜めた「吉野」。
　母である斉明天皇が築いた吉野宮で大海人皇
子は何を想い、何を憂いたのだろうか。
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浄見原神社

　壬申の乱から約510年後、ひとりの女性がこの地で
舞を披露しました。源義経が
愛した静御前、その人です。
雪の吉野山で源義経と別れ
た静御前は、追っ手に捕らえ
られ、勝手神社の社殿で舞を
披露します。すると、居並ぶ
荒法師たちは感嘆したそう
です。もしかすると、袖振山
の天女が静御前に乗りうつっ
たのかも！？
吉野郡吉野町吉野山2354
（勝手神社内）

Column❷ ��天女のように舞った�
静御前説

舞塚

学 ぶ

吉野郡吉野町吉野山2354　☎�0746-32-3024（𠮷𠮷𠮷神社）

桜木神社　●さくらぎじんじゃ

　壬申の乱前夜、大友皇子方の追っ手に追われた大海
人皇子は、桜木神社にあった桜の根元に隠れて難を逃
れたという。

　神社の傍には、大海人皇
子が近江を離れた際に近江
の人々がささやいた「虎に翼
を着けて放てり」の言葉（上
野誠氏揮毫）の
石碑がある。

吉野町
MAP▶P29

吉野郡吉野町喜佐谷423
☎0746-39-9237（吉野町観光案内所）

吉野郡吉野町宮滝348
☎0746-32-3081（吉野町役場）

Column❶ �大海人皇子の潜伏伝説

　桜木神社以外にも大海人皇子が潜伏した地とされて
いる場所が吉野には数多くあります。吉野町志賀にある
金
こんぷく

福寺
じ

（MAP▶P29）には次のような縁起が残っています。

　お寺が立つ前には小さな庵があり、そこには年老
いた女性が住んでいました。その女性の元に、大友
皇子に追われた大海人皇子がやってきて、女性は大
海人皇子を匿いました。大友皇子は鷹と犬を連れて
大海人皇子を探しましたが見つけることはできず、
大海人皇子は難を逃れたそうです。

　ほかにも、大友方の追っ手を避けるため、大海人皇子が約
60日にわたり籠ったと伝わる窪垣内の林

りんせん

泉寺
じ

（MAP▶P29）、
今はもうありませんが大

だいかい

海寺
じ

（現・大
おお

名
な

持
もち

神
じんじゃ

社境内（MAP▶
P29））にも大海人皇子が潜んだという伝説があります。
大海人皇子を匿い、助けたというエピソードは吉野の人々
にとって誇りだったのでしょうね。

櫻本坊　●さくらもとぼう

　壬申の乱の前年の671年、吉野宮にいた大海
人皇子は満開の桜の夢を見る。目覚めて前方の
山を見上げると、冬にもかかわらず１本の桜が
美しく咲いていた。役

えんの

行
ぎょう

者
じゃ

の高弟角
かく

乗
じょう

が「桜は花
の王であり、これは皇子が天皇になるという吉
夢だ」と進言し、見事壬申の乱に勝利し、大海人
皇子は天武天皇として即位した。その後、桜の
木の場所に寺を建立し「櫻本坊」と名付けたとさ
れる（『櫻本坊縁起』）。
吉野郡吉野町吉野山1269
☎0746-32-5011

吉野町
MAP▶P29

天武天皇｢夢見の桜｣

吉野郡吉野町宮滝地内
☎�0746-39-9237�
（吉野町観光案内所）

いかす・な
らHP（宮
滝遺跡）

いかす・なら
HP（桜木神社）

いかす・ならHP（国栖の里）

櫻本坊HP

吉野歴史
資料館HP

写真提供：吉野歴史資料館
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「壬申の乱」ゆかり地をご紹介。
（�掲載エリアは報道資料 1枚目� �
「名所ガイド」参照）

壬申の乱にまつわるコラム
を設け、読者により親しまれ
る内容にしています。

ポイント


